
（別紙３）

～ 2024年　11月　16日

（対象者数） 43 （回答者数） 35

～ 2024年　11月　16日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援員と保護者との情報共有に努め、子ども一人一人の

課題に適した支援計画を作成していきます。

2

不安感のあるこども対しては個別に相談する機会を設

け、安心して過ごせるよう考えていきます。

3

これからも保護者のニーズを把握し、よりよい支援をめ

ざしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

交流の機会につなげていけるよう、担当者会議などの折

に、保育所や学校の先生とコミュニケーションを取るよ

うにしていきます。

2

放課後等デイサービスの保護者に対しても、ペアレン

ト・トレーニングの内容や様子、などの情報提供を行っ

ていきます。

3

ホームページに載せるなどの方法で保護者への周知・説

明の方法を検討していきます。

○事業所名 こども支援センタースマイルはりま

○保護者評価実施期間
2024年　10月　25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　10月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　12月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや

課題が客観的に分析された上で、児童発達支援プログラ

ムや放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成

されている。

・個別支援計画に沿った個別のプログラムを考え、個室

で集中して取り組めるようにしています。

・プログラムが固定化しないよう、季節の行事を取り入

れて工夫している。

保育所や認定こども園、幼稚園、または放課後児童クラ

ブや児童館との交流や、その他地域で他のこどもと活動

する機会があるか。

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレ

ント・トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や

情報提供の機会等が行われているか。

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定さ

れ、保護者に周知・説明されていますか。また、発生を

想定した訓練が実施されているか。

未就学児の保護者に対してはペアレント・トレーニング

を行っているが、放課後等デイサービスの保護者に対し

ては行われていない。

事業所の職員間では周知できており、発生を想定した訓

練も行われているが、保護者への周知・説明ができてい

ない。

こどもは安心感をもって通所している。 ・毎日笑顔で出迎え、こどもの思いや考えを否定せずに

まずは受け入れるよう意識して接している。

・集団活動に参加しにくい子に対して、職員と一緒に見

学する、などの対応をし、無理のないようにしている。

事業所の支援に満足している。 ・長期休暇中は外出や買い物学習、調理体験などの活動

を取り入れ、社会経験を積めるように工夫している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動中に交流の機会を設ける事が困難なため。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

子ども支援センタースマイルはりま
公表日 2025年1月21日

利用児童

数 43 回収数 35

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 86% 8% 3% 3%

欲を言えばもう少し広くてもいいか

なと思います。

大きな棚等がないので地震などで倒

れてくる心配が少なく助かる。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 89% 3% 3%

充分いると思います。

たくさんの職員さんがいらっしゃっ

て見て下さるので助かっている。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

と思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思います

か。

89% 11%

部屋分けを見てこの場所を選びまし

た。

お部屋もキレイで子供にも分かりや

すくしてくださっていると思いま

す。

車の通りが多い所でもあるので、先

生との話が終わって子どもを迎える

方が安全かと思う。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いま

すか。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いま

すか。

89% 6% 6%

とってもきれいです。

食事もする所なので清潔であってほ

しい。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のあ

る支援が受けられていると思いますか。 
94% 6%

個別が少ない。いろいろな経験は出

来て良い。

子どもの機嫌が悪くなった時色々な

解決策を出してくれる。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内

容と合っていると思いますか 。
89% 6% 6%

支援プログラムについてよく理解で

きていない。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、児童発達支援計画や放課後等デイサービス計

画（個別支援計画）が作成されていると思いますか。

100%

8

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）には、児童発達支

援（放課後等デイサービス）ガイドラインの「児童発達支援（放課

後等デイサービス）の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目

が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されている

と思いますか。

91% 3% 6%

9
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）に沿った支援が行

われていると思いますか。
97% 3%

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思

いますか。
83% 11% 3% 3%

水遊び、トランポリンパーク、人形

劇など、お友達とたくさんの経験が

できて楽しいようです。

11

保育所や認定こども園、幼稚園等、または放課後児童クラブや児童

館等との交流や、その他地域で他のこどもと活動する機会がありま

すか。

34% 6% 23% 37%

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等

について丁寧な説明がありましたか。
97% 3%

最初から最後まで丁寧に説明してく

ださいました。

13
「児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされましたか。
97% 3%

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレー

ニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われ

ていますか。

76% 10% 3% 10%

放デイになってからは対象外なのか

お声がけがない。

室内に段差はなく、活動に集中しやす

くする為にできる限りシンプルな環境

作りを心がけています。また、視覚支

援を行うことで、行動がしやすいよう

工夫をしています。

保護者への引き渡しは安全に配慮して

行っていきたいと思います。

今後も利用者負担額や支援の内容など

については契約時に重要事項説明書を

基に説明していきます。

未就学児の保護者様対象のプログラム

となっていますが、就学児の保護者様

にもスマイル便りなどで講座の様子に

ついてお伝えできればと思います。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

環

境

・

体

制

整

備

今後も引き続きシンプルな環境作りを

行い、支援スペースの確保を行ってい

きます。

引き続き、活動内容に応じた人員配置

を行っていきます。職員は10名の定

員に対して必ず5名以上配置するよう

にしています。

適

切

な

支

援

の

提

供

保

護

者

へ

の

説

明

等

ウイルス感染対策も引き続き行い、共

有して遊んだ玩具についても消毒を

行っていきます。

児童発達支援計画又は放課後等デイ

サービスに基づいて支援を行い、１人

１人に合った支援方法を職員間で話し

合って実施するようにしています。

児童発達支援計画又は放課後等デイ

サービスに基づいて支援を行い、１人

１人に合った支援方法を職員間で話し

合って実施するようにしています。

学齢が上がってきたことで平日の来所

時間が遅くなる為、平日は決まったプ

ログラムに少し変化をつける程度です

が長期休業中は普段の平日ではできな

いような活動や社会経験を考えていき

たいと思っています。

保護者等からの事業所評価の集計結果3公表



15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の

状況について共通理解ができていると思いますか。
86% 14%

保育所への送迎になるとその日の状

況画分からないので、お手紙等でそ

の日の様子を教えてほしい。

毎回本日の様子を伝えてくださるの

でありがたいです。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われています

か。
97% 3%

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 97% 3%

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士

の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。ま

た、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の

交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援がされています

か。

79% 7% 3% 10%

母や兄弟はあるが、父がないと思

う。

夏祭りやクリスマス会などイベント

をたくさん用意してくださってうれ

しい。一人っ子で家でやると静かに

なるので、他のお友達と思い出を作

れるのがとても楽しいようです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備され

ているとともに、こどもや保護者に対してそのような場があること

について周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に

対応されていますか。

90% 3% 7%

すぐに対応していただけるので助か

る。

見学に行った際、まだ相談員を探せ

ていなかったが、空きのありそうな

事業所を教えてもらえた。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされて

いると思いますか。
97% 3%

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に

対して発信されていますか。

83% 3% 3% 10%

日々写真付きで報告があるので分か

りやすい。

自己評価の結果については分からな

い。

コドモンの画像拡大ができるともっ

と嬉しい。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 83% 3% 14%

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ

ニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説

明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施されています

か。

72% 7% 21%

よく避難訓練をしている。避難場所

も玄関に貼ってあり分かりやすい。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必

要な訓練が行われていますか。
97% 3%

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知され

る等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思い

ますか 。

83% 7% 10%

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連

絡や事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いま

すか。

83% 7% 10%

まだ大きなけがをしていないので分

からないが、いつも丁寧に連絡して

もらえるので安心。保育所への送迎

の際、けが等をした時は園の先生に

も報告してもらいたい。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 100%

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 97% 3%

苦手な大きな音や乱暴なお子さんに

対して不安を抱いている。

特定の友だちと遊べるようになり楽

しめるようになってきた。

公園で遊んだり長期休暇の時のお出

かけを特に楽しみにしている。

毎回楽しみにしていて行けなかった

日は悔しがっている。

「今日スマイルだよ」と言うと

「やったー」と喜んで楽しみにして

いる

いつも楽しそうに準備している。

29 事業所の支援に満足していますか。 100%

いつもありがとうございます。

悩みや相談については必要に応じて電

話や個別懇談の日を設け、解決に向け

てできる限りサポートができるように

努めています。

月一回の園便りと、毎日の療育の内容

をコドモンを通して療育の様子をお伝

えしています。また、インスタグラム

での発信も行う予定です。自己評価の

結果についてはインターネットで公表

しています。

送迎時にその日の様子や課題への取り

組みについてお伝えするようにしてい

ます。ご家庭での様子についても送迎

時などに情報共有させて頂いていま

す。保育所への送迎をする場合は、コ

ドモンや電話を通してお伝えするよう

にし、園の先生ともその日の様子を共

有させていただきたいと思います。

毎年、年一回の茶話会を実施していま

す。今年度はご家族を招待し、夏祭り

やクリスマス会の実施をしました。今

後も継続していきたいと思いますの

で、お父さんお母さん、ご兄弟も参加

していていただけたらと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

等

不安を抱いている時は個別相談する機

会を設けできる限りサポートできるよ

うに努めていきます。

この結果が維持できるよう今後も務め

ていきます。

ご意見を参考により支援に満足してい

ただけるよう、今後もつとめていきま

す。

非

常

時

等

の

対

応

定期的に火災、地震、不審者侵入、発

作対応などの避難訓練を行い、避難場

所まで実際に避難をする練習を行って

います。避難訓練の前後には状況に応

じた避難の仕方や身を守る方法を伝え

ています。

事故やケガなどが発生しました際には

迅速にご連絡させていただきます。園

の先生への報告もしていきます。

満

足

度



（別紙５）

子ども支援センタースマイルはりま
公表日 2025年1月21日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 8 0

活動に応じて、児童が利用するスペースを

分けています。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であ

るか。
8 0

必要に応じて職員を増やし調整し対応して

います。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって

いるか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリア

フリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされている

か。

8 0

視覚的構造化、手順書を各所に取り入れて

います。洗面所やトイレなど必要に応じて

踏み台を使用できる設備になっています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
8 0

毎日の掃除やアルコール消毒を徹底してい

ます。また、子どもたちの活動に合わせて

スペースを分けています。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか 。
8 0

個室としても使用できる空間を用意してい

ます。

個別の部屋はあり、利用もしているが、必

要とする子どもが重なった場合やクールダ

ウンにもう一部屋あればなおよいと思いま

す。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返

り)に、広く職員が参画しているか。
8 0

業務・支援を行う上で気になる点が出てき

た際には、都度職員間で話し合いを行って

います。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を

設けており、その内容を業務改善につなげているか。
7 1

定期的に評価表にてご意見を頂き、評価頂

いた内容は、職員間で把握する機会を設け

ています。必要に応じて改善策を話し合っ

ています。

評価頂いた内容で反映ができていないとこ

ろもあるため、今後業務改善に繋げられる

よう努めたいと思います。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改

善につなげているか。 
8 0

業務を行う上で気になる点が出てきた際

は、都度職員間で話し合いを行っていま

す。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて

いるか。
2 6

R6年11月より民間による外部評価の機会

を設け、業務改善につなげています。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内

等で研修を開催する機会が確保されているか。
8 0

オンライン研修も活用しながら、積極的に

研修に参加しています。事業所内研修も定

期的に開催しています。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 8 0

都度支援プログラムを工夫し、HPや毎月

発行している便りにて公表しています。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計

画（放課後等デイサービス計画）を作成しているか。

8 0

計画期間ごとにモニタリングを行い、利用

者や保護者の意向を取り入れた支援計画を

作成しています。

13

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成する際

には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支援に関

わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検

討が行われているか。 

8 0

子どもたちの日々の様子を職員間で共有

し、課題に応じた支援方法をチームで検討

しています。

14
児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）が職員間に共

有され、計画に沿った支援が行われているか。 
8 0

計画は職員に共有されており、当日支援前

にで支援内容の確認を行っています。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた

フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している

か。

8 0

保護者の方には連絡ツール（コドモン）、

職員間では支援記録を日々作成しており、

常に状況が確認出来るようにしています。
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16

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）には、児童発

達支援（放課後等デイサービス）ガイドラインの「児童発達支

援（放課後等デイサービス）の提供すべき支援」の「本人支

援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連

携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必

要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設

定されているか。

8 0

定期的にアセスメントを行ったうえで、本

人や保護者のニーズに合わせた個別支援計

画を作成しています。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 8 0

活動プログラムは職員のアイデアを取り入

れ、準備等を分担することでチームで作り

上げるようにしています。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 8 0

子どもの特性や状況に応じて、みんなに

とって有益になるようなプログラムを提供

しています。季節を感じられる工夫もして

います。

19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ

て児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成し、

支援が行われているか。

8 0

子どもの発達段階に応じた個別、集団にお

ける課題を見つけ、個別支援計画に反映さ

せています。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支

援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を

行っているか。

8 0

その日の支援内容や役割分担について確認

する機会を設け、利用者の状況や変化を職

員全員が把握できるようにしています。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
8 0

送迎終了後に職員で保護者からの連絡事項

やその日にあった出来事を話す機会を設

け、情報交換を行っています。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改

善につなげているか。
8 0

職員間で共有したことを基に、利用者個人

の支援記録を毎日作成しモニタリング等に

役立てています。

23

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画（放課後等デ

イサービス計画）の見直しの必要性を判断し、適切な見直しを

行っているか。

8 0

半年に一度のモニタリングを実施し見直し

を行っています。保護者に対しては出来る

だけ面談を実施し、学校や他事業所での様

子を共有しながら利用者の全体像把握に努

めています。

24
【放デイのみ】放課後等デイサービスガイドラインの「４つの

基本活動」を複数組み合わせて支援を行っているか。
6 2

ガイドラインに沿った内容で、社会生活を

見据えた支援を行っています。

25

【放デイのみ】こどもが自己選択できるような支援の工夫がさ

れている等、自己決定をする力を育てるための支援を行ってい

るか。

8 0

日々の療育プログラムに加え、自由な時間

に子供たちのやりたいことを聞き、それに

合わせた活動を取り入れています。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会

議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
8 0

児童発達支援管理責任者が基本的には参加

しており、会議の前には職員間で情報共有

してから会議に参加しています。

27

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

7 1

利用者のかかりつけの医療機関は契約時に

お伺いしています。また、事業所と近隣の

医療機関で提携し、体制を整えています。

28
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。
2 6

今後必要があれば検討し、対応していきま

す。

29

保育所や認定こども園、幼稚園等、または放課後児童クラブや

児童館との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会があ

るか。

2 6
今後必要があれば検討し、対応していきま

す。

30
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状

況や課題について共通理解を持っているか。
8 0

連絡ツール（コドモン）で日々の様子をお

伝えするとともに、送迎時にも都度活動の

様子や状況をお伝えし、情報共有を行って

います。

31

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プ

ログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる

研修の機会や情報提供等を行っているか。

8 0

家族支援プログラム開催の際は、前もって

お知らせをし、参加の機会を提供していま

す。

32

【児発事業所・児発センターのみ】併行利用や移行に向けた支

援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援を行って

いるか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別

支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理

解を図っているか。

6 0

併行利用や移行の際は、保護者や関係機関

と情報共有しながら、その内容を支援に取

り入れるようにしています。
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33

【児発事業所・児発センターのみ】就学時の移行の際には、小

学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の情報共有

と相互理解を図っているか。

6 0

必要に応じて、関係機関と情報共有を行っ

ています。

34 【児発センターのみ】地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

35 【児発センターのみ】質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

36 【児発センターのみ】(自立支援)協議会・こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加しているか。

37

【放デイのみ】学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交

換、こどもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、

トラブル発生時の連絡）を適切に行っているか。

8 0

行事予定や下校時刻、送迎時の対応などは

主に保護者の方と情報を共有させて頂いて

います。必要に応じて学校とも確認をとっ

ています。

38

【放デイのみ】就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ

ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に

努めているか。

8 0

施設同士での情報共有は現時点ではない

が、保護者の方からの聞き取りや書面での

記録を基に成育歴を知り、それを踏まえた

支援を考えています。

39

【放デイのみ】学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害

福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等

の情報を提供する等しているか。

8 0

必要に応じて書面や会議の場を設けて、移

行に必要な情報共有をしています。

40
【放デイのみ】（自立支援）協議会等へ積極的に参加している

か。
5 3

可能な限りで参加しています。 今後は積極的に参加していきたいと思いま

す。

41
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明

を行っているか。
8 0

契約時に運営規程や支援プログラム、利用

者負担額等について説明を行い、質問等が

あればその場で答えています。

42

児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）を作成する際

には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優

先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会

を設けているか 。

8 0

契約時に本人や保護者の方のニーズを聞き

出し、それに基づいた支援を考えていま

す。また、面談時に新たなニーズがあれ

ば、都度それに合った支援を考えていま

す。

43

「児童発達支援計画（放課後等デイサービス計画）」を示しな

がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の同

意を得ているか。

8 0

面談時に支援内容の説明を行い、保護者の

方から同意していただいた上で署名を頂い

ています。

44
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に

応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
8 0

必要に応じて面談だけでなく、電話等でも

相談を受け付けており、支援方法などの提

案をしています。

45

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に

より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援を

しているか。

8 0

茶話会などで保護者同士の交流の場を設け

ています。また、行事等では家族みなさん

で参加して頂き、父母だけでなく兄弟同士

の交流の機会にもなっています。

46

こどもや保護者からの相談や苦情、申入れについて、対応の体

制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や苦

情、申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

8 0

契約時に苦情に関する相談窓口を案内し、

適正な対応が出来るよう努めています。

47

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや

保護者に対して発信しているか。

8 0

連絡ツール（コドモン）や毎月発行してい

る便りにて情報を発信しています。

今後はインスタグラムも活用し、活動の様

子やプログラムの発信をしていきたいと

思っています。

48 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 8 0

個人情報が記載されている書類等は書庫に

保管しています。廃棄書類等はゴミ箱では

なく必ずシュレッダーを使用して廃棄して

います。

49
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか。
8 0

状況に応じて視覚支援等を用いて情報の伝

達を行なったり、意思の疎通が出来るよう

に努めています。

50
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。
2 6

今後保護者からの要望があれば、検討して

いきます。

51
【放デイのみ】家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
7 0

必要に応じて面談だけでなく、電話等でも

相談を受け付けており、支援方法などの提

案をしています。
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52

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知す

るとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

8 0

各マニュアルは策定しており、定期的に研

修も行っています。マニュアルは全職員が

いつでも閲覧出来るような位置に置いてい

ます。

53
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に

備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
8 0

BCPは策定しており、定期的に避難訓練も

実施しています。

54
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確

認しているか。
8 0

薬等の必要な子どもの保護者より、状況を

共有し確認しています。

55
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく

対応がされているか。
8 0

食物アレルギーのある利用者と対象物がす

ぐ把握できるよう掲示して職員間で周知し

ています。

56

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要

な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われて

いるか。

8 0

安全計画に基づいた研修や訓練を行ってい

ます。

57

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、

安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか

 。

8 0

契約時、面談時に非常時の対応について説

明を行っています。

58
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につ

いて検討をしているか。
8 0

事案が起こった際ヒヤリハットを作成し原

因と予防策等を職員間で話し合い周知に努

めています。

59
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対

応をしているか。
8 0

身体拘束等禁止適性委員会を設置し、指針

や規程を整備しマニュアルを作成していま

す。保護者に対しては「重要事項説明書」

に記載し、各々に説明を行っています。

60

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た

上で、児童発達支援計画に記載しているか。

8 0

契約時に説明し、重要事項説明書にもやむ

を得ない場合の定義について記載していま

す。
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